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泉北教組に加入して、「評価・育成システム」をなくそう

泉
北
教
組
は
、
一
学
期
に
行
っ
た
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
約
を
も
と
に
、
各
市
町
の
教
育
委
員
会
に
対
し
教
育
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
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月
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た
施
設
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の
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で
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交
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。

今
回
は
職
場
要
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
よ
り
特
徴
的

な
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教職員の要望項目

ベスト８
１．教職員の増員 82％
２．３０人学級の実現 81％
３．賃金・手当削減反対 80％
４．備品・消耗品の確保・充実

79％
５．免許更新制度廃止 62％
６．「評価・育成」システム廃止

59％
７．トイレの改修や洋式化 49％
８．危険箇所の補修 48％
事務や書類の簡素化 48％

泉北教組・重点項目（抜粋）
◇府教委がすすめる「教職員の評価・育成システム」の撤回を市教委として求めること。市

教委として「授業アンケート」を実施しないこと。

◇小中学校の35人以下学級（少人数学級）が早期に実施されるよう、府や国にはたらきかけ

ること

◇「大阪府教育行政基本条例」「大阪府立学校条例」「職員基本条例」に市教委として反対
の表明をすること。

◇教員免許更新制度の中止を申し入れること。抽選漏れ等による失職者をださないよう努力

すること。教員の金銭的負担をなくすこと。

◇東日本大震災、津波などを教訓化し、小中学校の防災教育の見直し、各地区ごと、各校ご

との体制を早急に整備すること。【高石】

◇中学校給食の実施にあたっては、各学校から要望をきき、泉北教職員組合と状況に応じて

協議すること。【高石】

◇小・中学校の普通教室及び未設置の特別教室に、空調設備をつけること。【和泉・忠岡】

◇まだ実施できていない耐震工事を急ぐこと。あわせて、学校から要望のある施設・設備の

改修に向けた予算措置を行うこと。特に、放送施設の改修を急ぐこと。【和泉】

◇耐震工事計画を前倒しし、工事完了にむけて努力すること【忠岡】


